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•保健物理学会に所属する40歳以下の会員26名程度の集まり。
• JAEA、大学、メーカー、他研究機関などから。

•人との交流や情報交換を求めて参加している人が多い。

•若手研の運営側の気持ち
• 活動が若手の業務や研究活動の助けになると嬉しい
• 分野が活性化されて、よりやりがいを感じられるようになると嬉しい
• 将来的に若手世代が分野を牽引する世代になった頃に関係者間での連
帯感ができていると嬉しい
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l 学友会と協働して、毎年10月頃に行われる「千葉市科学フェスタ」に出展しています！
l 直近の2021年度はテーマを「見て！作って！学ぶ！ほうしゃせん！～放射線を科学する～」
とし、UVコースターづくりや霧箱観察をしてもらいました。

4567

89:;<=;>?

@A@BCD
EFG

小学校低学年ぐらいの小さいお子さんが多いのでまずは楽
しんでもらうことを第一に！

初開催の2011年から出展しています♪ 3
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• 2020年10月25日〜2022年4月17日 計15回にわたって開催

• ICRP Pub. 130（内部被曝モデル）とPub. 134, 137より特に気になる核種について、参加
者が発表し、議論する。解決されない疑問点のうち調べられるものは調べて発表する。

• 若手研が中心だが、学会員かどうかは問わず開かれた勉強会

• 各回、13〜33名の方にご参加いただきました！

1 Pub. 130  イントロ (1章)
2 Pub.130 ヒト呼吸気道モデル(3章)
3 Pub.130 ヒト消化管モデル(3章)
4 Pub.130 傷のない皮膚と傷口、全身モデル、医

学的処置(3章)
5 Pub.130 線量計算の方法論(7章)
6 特別講演「内部被ばく線量評価について」
7 Pub.130 モニタリング(4章、5章)
8 Pub.130 訴求的線量評価(6章)
9 Pub.130 訴求的線量評価(6章)
10 セシウム(Pub. 137)、ストロンチウム

(Pub.134)
11 ラドン(Pub. 137)、トリチウム(Pub. 134)
12 炭素(Pub. 134)、ヨウ素(Pub. 137)
13 ウラン(Pub. 137)、SAF
14 コバルト(Pub. 134)、トリウム(Pub. 137)
15 これまでにでた疑問点について
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• 放射線関連の仕事にも
関わる話題…のみなら
ず趣味の話まで！

• ２時間程度を予定しつ
つも、だいたい長引く
＆物足りなく終わる

• 前回は2月、その前は6月だっ
たので、そろそろ…。
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• 2018年に開催された国際会議AOCRP(アジ
ア・オセアニア地域のIRPA会議)を皮切りに、
各国の若手世代とも繋がり、活動をしています。

• 2019年12月 仙台にて英国放射線防護学会、韓
国放射線防護学会と共同でのワークショップを
開催。
• 放射線安全管理学会にも共催としてご支援いた
だきました！

• 13カ国から78名の参加者！

• 2020年には6カ国の若手グループが各々の活動
を紹介するカードを作成するコンペを開催
• 日本は2位にでした！

• 2021年8月 オンラインにて中国放射線防護学
会、韓国放射線防護学会とのジョイントワーク
ショップを開催。
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• 若手研のイベントの活動報告はもちろん、
学会やシンポジウムなどの印象記を学友会
と協力して書くことも。

• 是非、ご笑覧ください♡
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• 保健物理学会企画シンポジウム 若手研セッション
• 次期主勧告のより深い理解のための勉強会：「環境に対する放射線防護」の現状

• オンライン飲み会
• 国際ジョイントワークショップ
• 千葉科学フェスタへの出展 etc.

保物若手研では、オブザーバー参加枠(非会員向け)を設けております。

もし活動に興味お持ちの方がいらっしゃれば、お気軽にお声がけください。

6月28日
15:50〜
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